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疑 欄
　（問）太陽黒黙に課して，シヴ1べの唱へた黒勲消長の週期は約11年とさ
れてみるのですが，最近其の最大の年は何年に三ってるますか．又最少に二
ってるる年はt2
　我が地球から見て太陽面の向側に若し大黒鮎群がしたとした時に地球には
万化をきたすでせうか，攣化したら如何なる攣化を見ることが出挙るか．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二二．堀田泰生）
　（答〉質問中4）シヴ1べはシ＝一ヴァ！べ（Schwabe）だらうと思ぴます，
　最近の黒門極大期は去る1928．4年，極小期は1933．6年で，今は此の極大期
の少し手前です．
　大黒黙群でも地球と反心測の見えない太陽面にあるときは，地球上に何等
の影響をも及ぼさないものと考へられます．何故かと云へば，例へば磁性嵐
やオ1ロラ其他すべて太陽の中央子’午線附近の大黒瓢や爆姦曲現象とは關係
がありますが，中央子午線から3，40度以上も離れた其等との關聯はもはや
殆んど見出されないからです．一一Ω一
　編輯後記　本月號は久し振りに村上氏の玉稿を頂いて巻頭を飾る事が出門た．又荒木
九皐氏の文は太陽麹測器械の基本的設明で，この種の記事を得た事は編輯子の脚さか誇
りとする所である・i突號からも績々と各方面の名文が豫約されてみる．御期待を乞ふ．
　毎月本誌の翼逡が遅れたのは，編輯係が職務の傍ら寸暇を割いて事に嘗ってみるため
であって，決して創業の爲め射りでは無い豪を町明申し上げ恥い、又高城氏が永年の編
輯｛系を辮せられたのは，天丈博物館の方に全力を注ぐためであって，氏に代って荒木九
肇氏が政接に御協力下さる事になった．
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